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二
〇
二
四
年
度
教
養
学
部
長
と
の

懇
親
会
に
つ
い
て

鳥
井
寿
夫

四
月
一
三
日
（
土
）、
東
京
大
学
教
養
学
部
と
東

大
駒
場
友
の
会
の
共
催
で
「
新
入
生
保
護
者
と
教
養

学
部
長
の
懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

入
会
し
た
新
入
生
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
来
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
二
〇
二
〇
〜

二
〇
二
二
年
度
入
学
の
在
校
生
の
保
護
者
に
も
参
加

枠
を
拡
げ
、
一
九
二
名
の
方
か
ら
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

九
〇
〇
番
教
室
に
て
、
駒
場
の
大
学
院
生
に
よ
る

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
後
、
木
畑
会
長
挨
拶
、
数

理
科
学
研
究
科
長

の
平
地
健
吾
先
生

の
お
話
に
続
き
、

教
養
学
部
長
真
船

文
隆
先
生
の
ご
講

演「
駒
場
の
魅
力
」、

事
務
部
長
と
六
課

長
の
紹
介
、
学
生

と
関
わ
り
の
深
い

進
学
情
報
セ
ン

タ
ー
、
学
生
相
談

所
、S

a
fe

rS
p
a

c
e

、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
所
か

ら
の
説
明
、
金

曜
特
別
講
座
の

案
内
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
来

場
参
加
者
は

二
八
名
の
教
員

の
引
率
で
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
巡

り
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
ど
こ
ろ
や
研
究
室
な
ど

を
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
後
は
五
年
ぶ
り
に

生
協
食
堂
二
階
に
て
昼
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、

真
船
教
養
学
部
長
を
は
じ
め
と
し
た
教
授
陣
と
新

入
生
保
護
者
が
交
流
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
演
奏

や
小
川
桂
一
郎
名
誉
教
授
の
リ
ー
ド
に
よ
る
「
た
だ

ひ
と
つ
」
の
合
唱
は
会
場
を
盛
り
上
げ
、
記
念
撮
影

も
行
い
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者
に
も
満
足
い

た
だ
け
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
越
し
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
、
快
く
協

力
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
さ
ま

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
大
駒
場
友
の
会
事
務
局
長
）

社
員
総
会
・
理
事
会
と 

活
動
報
告
会
に
つ
い
て

今
回
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
の「
社
員
総
会・理
事
会
」を
六
月
八
日（
土
）

に
開
催
し
、
昨
年
度
の
事
業
・
会
計
の
報
告
と
今
年

度
の
活
動
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
役
員
に
よ
る
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
向
け
て
の
「
活
動
報
告
会
」
は
五

年
ぶ
り
に
対
面
方
式
と
し
、「
活
動
報
告
会
」
後
は

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
の
「
懇
親
会
」
を
行
い
、
会

員
の
皆
様
と
当
会
役
員
や
運
営
に
携
わ
る
現
役
教

員
と
が
語
ら
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

今
年
度
も
教
養
学
部
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

駒
場
の
教
育
研
究
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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＝
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＝
＝
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＝
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社
員
総
会
で
の
審
議
を
受
け
、
理
事
会
で
協
議
・

承
認
さ
れ
た
二
〇
二
三
年
度
事
業
・
会
計
報
告
と

二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
こ
こ
に

ご
報
告
し
ま
す
。（
当
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
詳
細
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

二
〇
二
三
年
度
事
業
報
告

Ⅰ　

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一 

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
十
五
日
）

二 

味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
（
一一
月
二
日
）

三 

秋
の
講
演
会
（
一一
月
一
八
日
）

四 

学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作

五 

音
楽
演
奏
会
開
催
へ
の
協
力

六 

金
曜
特
別
講
座
（
受
講
案
内
）

Ⅱ　

寄
付
事
業

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
を
実
施
し
、
会
員
有
志

や
新
入
生
保
護
者
合
わ
せ
て
述
べ
三
四
〇
名
か
ら
合

計
二
、八
二
〇
、〇
〇
〇
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
。
主
な
寄
付
先
と
使
途
は
以
下
の
通
り
。
駒
場
図

書
館
学
生
用
図
書
（
九
九
九
、九
七
〇
円
）、
駒
場
博

物
館
（
特
別
展
広
報
活
動
の
支
援　

八
八
二
、八

二
七
円
）、
駒
場
祭
協
賛
（
四
〇
万
円
）、
五
月
祭
協

賛
（
二
三
万
円
）、
学
生
団
体
へ
の
支
援
（
五
団
体

へ
合
計
九
九
六
、二
二
七
円
）、
そ
の
他
学
生
団
体
、

学
部
支
援
（
二
二
四
、七
四
五
）、
寄
付
支
出
の
合
計

は
三
、七
三
三
、七
六
九
円
と
な
っ
た
。

Ⅲ　

広
報
活
動 

一 

会
報
第
四
一
号
（
二
〇
二
三
年
九
月
一
五
日
）、

第
四
二
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
一
五
日
）

二 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

 
h
ttp

s://to
m

o
n
o
k
a
i.c

.u
-to

k
yo

.a
c
.jp

/

Ⅳ　

会
員
数

二
〇
二
四
年
三
月
三
一
日
（
期
末
）　

終
身
会
員

一
八
四
名
、
通
常
会
員
三
七
〇
名
、
会
友
会
員
二
、

三
二
二
名
（
合
計
二
、八
七
六
名
）。
一
高
同
窓
会
会

員
一
三
〇
名
、
東
高
同
窓
会
会
員
五
二
名
。 

Ⅴ　
理
事
会
・
社
員
総
会
や
会
議
の
開
催

一 

理
事
会
・
総
会
の
開
催
（
六
月
一
〇
日
）

二 

事
務
局
運
営
会
議
の
定
期
開
催
（
六
月
一
日
、

十
月
一
六
日
、
一
月
一
五
日
、
四
月
八
日
） 

 

※
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催

二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画

Ⅰ　

懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

一 

新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
四
月
一
三
日
に
現
地
開
催
に
て
実
施
済
）

二 

講
演
会
等
の
開
催　

主
催
講
演
会
の
開
催
は

じ
め
教
養
学
部
や
研
究
室
主
催
の
社
会
連
携

文
化
行
事
へ
の
協
力

三 

「
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場
」（
ル
ヴ
ェ
ソ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
共
催
）

四 

「
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
製
作

五 

音
楽
活
動
の
支
援
（
教
養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委

員
会
、ピ
ア
ノ
委
員
会
主
催
の
演
奏
会
を
共
催・

協
賛
す
る
）

六 

金
曜
特
別
講
座
へ
の
協
力
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Ⅱ　

寄
付
事
業

「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」
と
し
て
寄
せ
ら
れ
る
寄

付
金
を
活
用
し
、
教
養
学
部
お
よ
び
駒
場
祭
を
は
じ

め
と
し
た
学
生
の
自
主
活
動
へ
の
寄
付
、
教
員
か
ら

の
事
業
提
案
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
、
三
鷹
国
際
学
生
宿
舎
等
の
教
育
研
究
の
環
境
の

向
上
と
多
様
化
に
協
力
す
る
。

Ⅲ　

広
報
活
動

一 

会
報
第
四
三
号
、
第
四
四
号

二 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト 

の
活
用

 
h
ttp

s://to
m

o
n
o
k
a
i.c

.u
-to

k
yo

.a
c
.jp

/

Ⅳ　
理
事
会
・
社
員
総
会
や
各
種
委
員
会
の
開
催

一 

理
事
会
・
社
員
総
会
・
活
動
報
告
会
・
会
員

懇
談
会
の
開
催
（
六
月
八
日
実
施
済
）

二 

例
事
務
局
運
営
会
議
の
開
催
（
年
四
回
）

寄
付
対
象
活
動
報
告

東
大
駒
場
友
の
会
の
活
動
と
言
え
ば
、
新
入
生
保

護
者
の
皆
さ
ま
と
学
部
長
と
の
懇
談
会
や
、研
究
者・

卒
業
生
を
招
い
て
の
講
演
会
、
学
生
向
け
の
食
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
が
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
目
に
見
え
る
交
流
活
動
と
は
違
い
、「
縁

の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て
の
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
へ
の
支
援
事
業
も
東
大
駒
場
友
の
会
は
行
っ
て
い

ま
す
。教
養
学
部
や
学
生
団
体
の
活
動
等
へ
の
寄
付
、

学
術
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画
へ
の
支
援
が
そ
れ

で
す
が
、
本
号
で
は
こ
の
よ
う
な
寄
付
対
象
と
な
っ

て
い
る
五
つ
の
活
動
を
紹
介
・
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
つ
目
の
報
告
は
、
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
文
科
の

授
業
が
企
画
し
た
展
覧
会
見
学
へ
の
支
援
で
、
日

本
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
芥
川
龍
之

介
展
―
文
庫
目
録
増
補
改
訂
版
刊
行
記
念
―
」
の

見
学
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。
二
つ
目
の
報
告
は
、

東
大
む
ら
塾
に
よ
る
「
む
ら
お
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト
ｉ

ｎ
ふ
っ
つ
二
〇
二
四
」
開
催
報
告
で
す
。
東
大
む
ら

塾
は
、
福
島
県
飯
舘
村
と
千
葉
県
富
津
市
を
中
心

に
「
農
業
×
地
域
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
る
東
京
大
学
の
学
生
団
体
で
す
。
三
つ
目
の
報

告
は
、iG

E
M

 U
To

k
yo

に
よ
る
「iG

E
M

 U
To

k

yo

活
動
報
告
」
で
す
。iG

E
M

 U
To

k
yo

は
、
合

成
生
物
学
の
世
界
大
会iG

E
M

に
出
場
す
る
東
京

大
学
の
チ
ー
ム
で
、
実
験
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
り
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
四
つ
目
の
報
告
は
、
や
は
り
学
生
団
体
の

T
E

D
xU

To
k
yo

に
よ
る
「T

E
D

xU
To

k
yo

活
動
報

告
」
で
す
。T

E
D

（
テ
ッ
ド
）
と
い
う
名
称
は
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
デ
ザ
イ

ン
が
一
体
と
な
っ
て
未
来
を
形
作
る
と
い
う
考
え
に

由
来
し
ま
す
が
、T

E
D

xU
To

k
yo

と
は
、
大
学
と

T
E

D

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
たT

E
D

xU
n
ive

rsi

ty

で
す
。
五
つ
目
の
報
告
は
、
教
養
学
部
オ
ル
ガ

ン
委
員
会
に
よ
る
「
オ
ル
ガ
ン
委
員
会
委
員
長
代
理

体
験
記
―
―
駒
場
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
演
奏
会

の
ご
紹
介
」
で
す
。
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
人
気
の
高

い
文
化
活
動
の
一
つ
に
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
演
奏
会
を
主
催
し
て
い
る
の
が
教

養
学
部
オ
ル
ガ
ン
委
員
会
で
す
。
こ
の
オ
ル
ガ
ン
委

員
会
の
今
年
度
委
員
長
代
理
を
務
め
ら
れ
た
永
井

久
美
子
先
生
が
、
そ
の
体
験
と
今
年
度
の
演
奏
会

の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
教
養

学
部
・
総
合
文
化
研
究
科
の
学
生
や
教
職
員
が
多

く
参
加
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
号
で
は
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
術
活
動
、
学
生

団
体
、
文
化
活
動
を
取
り
上
げ
ま
す
が
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
寄
付
活
動
の
成
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

文
科
展
覧
会
見
学
に
つ
い
て

劉
潤
晶

東
大
駒
場
友
の
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し

て
。
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
一
年
の
劉
潤
晶
と

申
し
ま
す
。
二
〇
二
四
年
度
S
セ
メ
ス
タ
ー
の
初
年

次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
文
科
に
お
い
て
、
教
養
学
部
の
永
井

久
美
子
先
生
が
担
当
さ
れ
た
ク
ラ
ス
の
Ｔ
Ａ
を
務
め

ま
し
た
。
初
年
次
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
文
科
は
、ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業

で
あ
り
、
東
京
大
学
の
文
科
の
一
年
全
員
が
受
講
し

ま
す
。
永
井
先
生
の
ク
ラ
ス
は
、「
展
覧
会
の
未
来

を
考
え
る
」
と
い
う
題
目
の
も
と
、
各
種
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
あ
る
べ
き
形
な
ど
を

自
由
に
論
じ
る
内
容
で
し
た
。
気
に
な
る
展
覧
会
を

ひ
と
つ
ず
つ
選
び
、
分
析
や
議
論
を
通
じ
て
、
最
終

的
に
は
小
論
文
を
執
筆
す
る
授
業
で
、
本
年
度
は

二
四
名
が
履
修
し
ま
し
た
。

授
業
で
は
展
覧
会
見
学
の
機
会
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
友
の
会
よ
り
観
覧
料
の
ご
支
援
を
賜
り
、
駒
場

に
あ
る
日
本
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
芥

川
龍
之
介
展
―
文
庫
目
録
増
補
改
訂
版
刊
行
記
念

―
」
を
去
る
五
月
一
日
に
ク
ラ
ス
全
員
で
観
覧
し
ま

し
た
。
寄
付
金
の
恩
恵
に
よ
り
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
見
学
会
参
加
者
を
代
表
し
て
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
展
の
主
役
は
芥
川
龍
之
介
文
庫
で
あ
り
、
彼
の

旧
蔵
書
な
ど
の
資
料
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
芥
川
の
遺
稿
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
歯
車
」
の
原

稿
の
傍
ら
に
は
、m

e
la

n
c
h
o
ly

の
頁
の
折
ら
れ
た

愛
用
の
英
英
辞
典
が
並
べ
ら
れ
、「
西
方
の
人
」
の

手
入
れ
稿
に
は
、
旧
蔵
書
の
『
サ
ロ
メ
』
や
遺
品
の

聖
書
が
並
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
執
筆
に
あ
た
っ
て

参
考
資
料
を

ひ
い
た
芥
川

の
指
先
す

ら
、
時
を
超

え
て
、
脳
裏

に
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
で

し
た
。

芥
川
と
い

え
ば
、
東
京

大
学
（
当
時
は
旧
制
第
一
高
等
学
校
お
よ
び
東
京
帝

国
大
学
）
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
教
科
書
に
も
載
る
「
羅

生
門
」
を
は
じ
め
、
広
く
知
ら
れ
た
著
作
も
多
い
作

家
で
す
。
し
か
し
ど
の
よ
う
に
作
品
が
執
筆
さ
れ
た

の
か
は
読
者
に
と
っ
て
意
外
と
縁
遠
く
、
今
年
で
没

後
九
七
年
と
な
る
文
豪
と
も
な
れ
ば
、
距
離
を
感
じ

て
い
た
学
生
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
展
示

で
作
家
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
や
知
の
体
系

に
接
し
、
芥
川
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
、
試
行
錯

誤
の
跡
が
伝
わ
っ
て
き
た
、
一
人
の
人
間
と
し
て
身

近
に
感
じ
た
、
と
い
っ
た
情
動
豊
か
な
感
想
が
参
加

学
生
か
ら
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

展
示
観
覧
前
に
は
、実
父
が
長
州
出
身
の
実
業
家
、

母
方
が
幕
府
役
人
の
家
系
で
あ
っ
た
芥
川
の
生
い
立

ち
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
文
学
館
事
務
局
の
富

樫
瓔
子
氏
に
解
説
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
、
ご
説
明
に
耳
を
傾
け
、
展
示
物
を
覗
き
込

み
、
解
説
文
を
読
み
込
み
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

時
間
い
っ
ぱ
い
熱
心
に
見
学
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
全
員
で
同
じ
展
覧
会
を
見
学
し
た
こ
と
に

よ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手
法
を
学
び
、
展
覧

会
を
分
析
す
る
上
で
の
素
地
を
養
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
の
個
別
発
表

で
も
、鋭
い
着
眼
点
や
、丁
寧
な
議
論
、力
の
こ
も
っ

写真提供 : 公益財団法人日本近代文学館
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た
分
析
な
ど
、
目
を
見
張
る
内
容
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
Ｔ
Ａ
と
し
て
非
常
に
感
慨
深
く
、
見
学
会
で

の
経
験
が
大
い
に
役
立
っ
た
証
左
で
は
な
い
か
と
推

察
し
ま
す
。
学
生
た
ち
の
勉
学
に
大
い
に
資
す
る
機

会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
、
東
大
駒
場

友
の
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
総
合
文
化
研
究
科
広
域
科
学
専
攻
）

む
ら
お
こ
し
コ
ン
テ
ス
ト 
ｉ
ｎ 

ふ
っ
つ
二
〇
二
四
開
催
報
告葛

原
颯
馬

私
た
ち
東
大
む
ら
塾
は
二
〇
二
四
年
二
月
一
四
日

（
水
）
〜
一
七
日
（
土
）
の
四
日
間
に
お
い
て
、
千
葉

県
富
津
市
天
羽
地
区
を
舞
台
に
「
む
ら
お
こ
し
コ
ン

テ
ス
ト
ｉ
ｎ
ふ
っ
つ
二
〇
二
四
」
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
一
四
名
の
参
加
学
生
が
集
い
、
五

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
プ
ラ
ン
を
競
い
ま
し
た
。

特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
幾
つ
か
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
一
日
目
と
二
日
目
に
開
催
さ
れ
た
住

民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
地
域
の
公
民
館
・
集
会
所
に

地
域
の
方
々
と
参
加
学
生
が
集
い
、
食
事
を
囲
み
な

が
ら
二
時
間
以
上
か
け
て
地
域
の
現
状
や
問
題
点
に

つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
二
日
目
に
は
地
域

の
区
長
さ
ん
方
に
連

れ
ら
れ
て
地
区
巡
り

を
行
い
ま
し
た
。
観

光
客
も
知
る
よ
う
な

場
所
か
ら
地
域
の
人

し
か
知
ら
な
い
隠
れ

た
名
所
ま
で
、
視
覚

的
に
捉
え
ら
れ
る
地

域
の
問
題
を
伺
い
な

が
ら
散
策
し
ま
し

た
。
最
終
日
に
は
、
富
津
市
長
を
は
じ
め
、
議
員
の

方
々
、
区
長
の
方
々
、
多
く
の
地
域
住
民
を
ホ
ー
ル

に
お
招
き
し
、
四
日
間
考
え
抜
い
た
プ
ラ
ン
の
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
プ
ラ
ン
が
住
民
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
地
区
巡
り
で
得
ら
れ
た
知
見
や
課
題
意
識

を
踏
ま
え
た
住
民
に
よ
る
実
行
可
能
性
が
高
い
事
業

を
提
案
す
る
も
の
で
し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
プ

ラ
ン
は
、“
憩
い
の
寄
せ
書
き
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
”

プ
ラ
ン
で
す
。
寄
せ
書
き
ベ
ン
チ
の
設
置
に
よ
っ
て

地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
増

加
さ
せ
る
他
、
観
光
客
の
徒
歩
で
の
移
動
を
促
進
し

交
通
渋
滞
の
解
消
も
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、
多
彩
な

観
点
に
基
づ
い
た
素
晴
ら
し
い
プ
ラ
ン
で
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
で
重
視
し
た
も
の
の
一
つ
に
こ
の

「
実
行
可
能
性
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
本

コ
ン
テ
ス
ト
で
提
案
し
た
も
の
が
地
域
で
活
用
さ
れ

る
た
め
に
は
、
実
行
し
や
す
い
こ
と
が
条
件
と
し
て

求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
参
加
学
生
に
強
く
意
識
し

て
も
ら
う
た
め
に
採
点
基
準
に
「
実
行
可
能
性
」
の

項
目
を
含
め
、
さ
ら
に
住
民
の
視
点
を
理
解
す
る
Ｗ

Ｓ
を
行
う
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
も
努
め
ま
し

た
。コ

ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
参
加
学
生
に
普
段
は
触

れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
で
の
生
活
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
課
題
解
決
の
方
法
を
探
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
時
に
地
域
活
性
化
に
興
味
が

あ
る
学
生
に
富
津
市
を
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
地
域
の
方
同

士
が
集
う
場
所
を
創
出
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
薄
れ
て
し

ま
っ
た
地
域
の
対
話
の
場
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
を
拠
点
と
す
る
団
体
と
し
て
、
地
域

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
と
も
に
地

域
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
る
機
会
を
コ
ン
テ
ス
ト
の

場
に
限
ら
ず
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
文
学
部
人
文
学
科
）

iG
E

M
 U

To
k
y
o

活
動
報
告

濱
崎 

匠

iG
E

M
 U

To
k
yo

は
合
成
生
物
学
の
世
界
大
会

iG
E

M

に
出
場
す
る
東
大
発
の
チ
ー
ム
で
す
。
合
成

生
物
学
と
は
、
遺
伝
子
を
人
工
的
に
設
計
し
、
有
用

な
物
質
を
作
ら
る
こ
と
や
、
目
的
に
沿
っ
た
生
物
を

創
造
す
る
生
物
学
の
一
分
野
で
す
。iG

E
M

で
は
、

合
成
生
物
学
の
力
で
社
会
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
、
実
際
に
実
験
を
行
い
、
最
終

的
に
成
果
を
発
表
す
る
一
連
の
過
程
が
評
価
さ
れ
ま

す
。実
験
に
限
ら
ず
、専
門
家
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
話
し
合
い
、
一
般
市
民
へ
の
生
物
学
の
教
育
活

動
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
活
動
が
存
在
し
ま
す
。

団
体
内
で
実
験
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
分

業
し
、
週
に
一
度
の
対
面
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て

全
体
に
進
捗
を
報
告
し
ま
す
。
対
面
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
学
年
や
所
属
に

よ
ら
ず
、
多
様
な

能
力
を
持
つ
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
か
ら

の
意
見
を
取
り
入

れ
、
毎
週 

時
間
の

許
す
限
り
議
論
し

て
い
ま
す
。
実
験

は
医
科
学
研
究
所　

分
子
遺
伝
医
学
分

野　

岡
田
尚
巳
研

で
、
ド
ラ
イ
モ
デ
リ
ン
グ
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

理
学
部
物
理
学
科　

古
澤
力
研
で
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
実
験
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら

デ
ー
タ
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
、
研
究
の
主
体
は
私
た

ち
で
す
が
、
研
究
室
の
方
々
に
技
術
面
や
考
察
面
で

ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

情
報
収
集
や
実
験
技
術
に
加
え
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
選
定
方
法
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
進
行
方

法
な
ど
団
体
内
で
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
後
輩
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
一
、二
年
生
が
主
体
な

た
め
人
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
で
す
が
、
団
体

が
長
く
存
続
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
涙
液
中
に
含
ま
れ
る
緑
内
障
特
異
的

なm
iR

N
A

を
用
い
て
、
緑
内
障
に
罹
患
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
家
庭
で
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
微
少
量
のm

iR
N

A

を
増
幅

し
、
定
量
す
る
こ
と
自
体
は
研
究
さ
れ
て
い
る
ト

ピ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
で
使
え
る
信
頼
性

の
高
い
も
の
は
未
だ
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た

ち
は
、
家
庭
で
も
使
え
る
こ
と
を
意
識
し
、
温
度
変

化
が
な
い
核
酸
増
幅
法
に
よ
っ
てm

iR
N

A

を
増
幅

し
、
定
量
結
果
が
一
目
見
て
判
断
で
き
る
よ
う
側
方

流
動
定
量
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
疾
患
特
異
的
な
核
酸
を
利
用
し

て
、
緑
内
障
以
外
の
疾
患
の
検
知
に
も
広
く
応
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
ダ
ム
プ
ラ
イ
マ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
検
出
に
も
利

用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
専
門
家
の
方

に
話
を
聞
き
、
実
験
や
モ
デ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
度
は
市
民
へ
の
教
育
活

動
に
も
力
を
入
れ
ま
す
、
中
学
校
や
高
校
に
訪
問
し

生
物
学
を
広
め
る
ほ
か
、
大
学
生
と
合
成
生
物
学
に
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関
す
る
議
論
を
交
わ
す
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

上
記
の
活
動
を
通
し
、
大
会
で
好
成
績
を
収
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
論
文
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、iG

E
M

 U
To

k
yo

で
の
活
動
を
も
と
に
、
科

学
者
と
し
て
活
動
す
る
上
で
の
議
論
の
仕
方
や
実
験

手
法
を
体
得
し
た
い
で
す
。

（
理
学
部
地
球
惑
星
物
理
学
科
）

T
E

D
x
U

To
k
y
o

活
動
報
告

若
海 

翼

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
イ
ベ
ン
トT

E
D

xU
To

k
yo

を

運
営
し
て
い
ま
す
。T

E
D

の
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受

け
、Id

e
a
s
 W

o
rth

 S
p
re

a
d
in

g

の
精
神
に
則
り
な

が
ら
、
広
め
る
べ
き
価
値
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
の
発
信

な
ど
を
目
的
と
し
、
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
「T

E
D

xU
To

k
yo

S
a
lo

n

」と
、メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト「T

E
D

xU
To

k
yo

」

を
軸
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。T

E
D

xU
To

k
yo

は
、
日
本
で
最
初
のT

E
D

xU
n
ive

rsity

と
し
て

二
〇
一
二
年
よ
り
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

学
生
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
は
、T

E
D

の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
価
値
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
人
々
の
間

に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

T
E

D
xU

To
k
yo

の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、様
々

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
が
集
ま
り
、
各

自
の
強
み
を
生
か
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。T

E
D

x

U
To

k
yo

の
組
織
は
、
主
にO

n
-s

ta
g
e

、O
ff-

s
ta

g
e

、B
ra

n
d

in
g

、L
o

g
is

tic
s

、P
a

rtn
e

r

、

S
ta

ff

な
ど
の
複
数
の
部
署
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

各
部
署
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
与
え

ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に

向
け
て
協
力
し
て
い
ま
す
。

O
n
-s

ta
g
e

部
署
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
選
定
や
ス

ピ
ー
チ
の
内
容
調
整

な
ど
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
毎
年
、
多
様

な
分
野
か
ら
優
れ
た

ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、

最
新
の
研
究
成
果
や

革
新
的
な
ア
イ
デ
ア

を
共
有
し
ま
す
。

O
ff-s

ta
g
e

部
署
は
、

ト
ー
ク
以
外
の
イ
ベ

ン
ト
全
体
の
運
営
管
理
を
担
い
、
当
日
の
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
を
支
え
ま
す
。B

ra
n
d
in

g

部
署
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
担

当
し
、
視
覚
的
に
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し

ま
す
。L

o
g
is

tic
s

部
署
は
、
会
場
の
設
営
や
運
営
、

機
材
の
手
配
な
ど
、
物
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。P

a
rtn

e
r

部
署
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と
の
連

携
を
図
り
、
資
金
調
達
や
協
賛
活
動
を
進
め
ま
す
。

S
ta

ff

部
署
は
、
団
体
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
や
イ

ベ
ン
ト
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
調
整
・

管
理
を
行
い
ま
す
。

T
E

D
xU

To
k
yo

は
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
サ
ロ
ン
イ
ベ
ン

ト
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
来
場
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
サ

ロ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
が
よ
り
深
く

交
流
し
、
互
い
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
過
去
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
医
療
分
野
の
専

門
家
か
ら
Ａ
Ｉ
研
究
者
ま
で
、
多
様
な
ス
ピ
ー
カ
ー

が
登
壇
し
、
最
新
の
研
究
や
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を

紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
非
常
に
刺
激
的
で
、
学
び
の
多

い
時
間
を
過
ご
せ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
初
め
てT

E
D

x

に
参
加
し
た
学
生

は
「
自
分
の
視
野
が
広
が
り
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
挑
む
勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、TE

D
xU

To
k
yo

の
活
動
は
、個
々

の
参
加
者
の
成
長
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。今

後
もT

E
D

xU
To

k
yo

は
、
価
値
あ
る
ア
イ
デ

ア
を
共
有
し
続
け
る
こ
と
で
、
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
々
が
新
た
な

視
点
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
参
加
者
一
人
一
人
が
主
体
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
が
大
き
な
力
と
な
り
、

未
来
に
向
け
た
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
を
信
じ
て
い

ま
す
。

（
教
養
学
部
理
科
一
類
）

オ
ル
ガ
ン
委
員
会
委
員
長
代
理
体

験
記
―
―
駒
場
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
と
演
奏
会
の
ご
紹
介

永
井
久
美
子

年
に
数
回
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
九
〇
〇

番
講
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
会
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ク
の
の
ち
復
活
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
六
月
二
四
日
に
開
催
し
た
第
一
四
六
回

演
奏
会
で
は
、
高
橋
博
子
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

高
橋
氏
は
、
東
京
藝
術
大
学
な
ら
び
に
同
大
学
院
、

そ
し
て
ド
イ
ツ
国
立
ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽
演
劇
大
学
で

学
ば
れ
た
気
鋭
で
あ
り
、
現
在
、
国
内
外
で
ご
活
躍

中
の
方
で
す
。
演
奏
会
の
チ
ラ
シ
を
各
所
で
配
布
し

た
と
こ
ろ
、
進
学
校
で
あ
る
渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高

等
学
校
の
ご
出
身
で
あ
る
こ
と
、
人
気
ア
ニ
メ
の
劇

場
版
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
担
当
さ
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
興
味
を

持
つ
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
の
演
奏
会
は
、「
平
和
へ
の
祈
り
―
―
沖
縄

戦
慰
霊
の
日
を
覚
え
て
―
―
」
と
い
う
題
を
高
橋
氏

が
考
え
、
選
曲
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
開
催
時

期
を
意
識
し
た
だ
け
で
な
く
、
旧
知
の
ご
友
人
が
若

く
し
て
突
然
亡
く
な
り
、
命
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

が
テ
ー
マ
選
定
の
背
後
に
あ
っ
た
と
、
演
奏
会
の
中

で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
内
外
か
ら
約
数

三
五
〇
名
も
の
参
加
者
が
集
っ
た
講
堂
で
は
、
演
奏

だ
け
で
な
く
、
そ
の
お
話
の
内
容
に
も
大
き
な
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
田
耕
筰
に
師
事
し
、
ド
イ
ツ
留
学
の
の
ち
東
京

霊
南
坂
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
長
く
務
め
た
大
中

寅
二
が
作
曲
し
た
「
前
奏
曲 

へ
長
調
（
静
か
に
平

和
を
祷
る
心
）」
や
、
生
前
人
気
を
博
し
な
が
ら
一

度
忘
れ
去
ら
れ
た
作
曲
家
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ラ
イ
ン
ベ
ル

ガ
ー
に
よ
る
ソ
ナ
タ
『
平
和
の
祭
典
の
た
め
に
』
よ

り
「
終
曲
」
な
ど
九
曲
の
演
目
の
中
に
は
、「
埴
生

の
宿
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が
用
い
ら
れ
た
聖
公
会
聖
歌

四
三
四
番「
深
い
悩
み
の
世
の
中
に
も
」も
あ
り
、「
埴

生
の
宿
」
が
歌
わ
れ
る
場
面
が
印
象
的
な
『
ビ
ル
マ

の
竪
琴
』
を
著
し
た
竹
山
道
雄
氏
が
務
め
た
駒
場
の

地
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
盛
会
と
な
っ
た
第
一
四
六
回
演
奏

会
で
し
た
が
、
裏
方
の
一
人
と
し
て
は
、
準
備
の
段

階
か
ら
緊
張
が
あ
り
ま
し
た
。オ
ル
ガ
ン
演
奏
会
は
、

東
大
駒
場
友
の
会
に
協
賛
い
た
だ
い
て
、
教
養
学
部

の
教
員
有
志
か
ら
な
る
オ
ル
ガ
ン
委
員
会
が
運
営
し

て
い
る
の
で
す
が
、
委
員
長
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ゴ

チ
ェ
フ
ス
キ
先
生
が
昨
秋
か
ら
今
夏
ま
で
研
究
休
暇

を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
間
の
委
員
長
代
理
を
仰

せ
つ
か
り
、
庶
務
を
担
当
し
て
い
た
た
め
で
す
。
音

楽
は
好
き
で
す
が
、
専
門
分
野
は
平
安
古
典
文
学
、
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果
た
し
て
無

事
務
め
上
げ

ら
れ
る
か
、

正
直
不
安
が

あ
り
ま
し

た
。昨

年
一
二

月
に
東
京
藝

術
大
学
教
授

で
あ
る
廣
江

理
枝
氏
を
お
招
き
し
た
第
一
四
五
回
演
奏
会
も
、
ゴ

チ
ェ
フ
ス
キ
先
生
ご
不
在
の
中
で
の
開
催
で
し
た
。

こ
の
と
き
も
責
任
重
大
で
し
た
が
、
本
年
三
月
に
は

前
田
京
剛
先
生
と
竹
村
文
彦
先
生
が
定
年
退
職
さ

れ
、
ベ
テ
ラ
ン
の
委
員
も
減
っ
た
中
で
、
今
回
は
特

に
責
任
が
増
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
現

職
の
先
生
方
に
加
え
て
、
名
誉
教
授
の
長
木
誠
司
先

生
が
、
高
橋
さ
ん
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
は

じ
め
、
多
々
お
力
添
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
の

演
奏
会
の
司
会
が
長
木
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、

実
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
本
年
は
、
十
数
年
に
一
度
は
必
要
と
さ
れ
る

オ
ル
ガ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
先
生
が
ド
イ
ツ
に
発
た
れ
る
前
に
行

わ
れ
る
見
込
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
日
程
が
ず
れ
込

み
、
今
年
二
月
末
か
ら
三
月
初
旬
に
実
施
す
る
運
び

と
な
っ
た
の
で
す
。
希
少
な
機
会
に
委
員
長
代
理
が

立
ち
会
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
年
に
わ
た
り

調
律
を
依
頼
し
て
い
る
望
月
一
郎
氏
が
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
担
当
し
て
く
だ
さ
り
、
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
パ
イ
プ
を
磨
き
直
し
た

ば
か
り
の
美
し
い
音
色
を
、
第
一
四
六
回
演
奏
会
、

そ
し
て
四
月
の
新
入
生
保
護
者
と
教
養
学
部
長
と
の

懇
談
会
で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。

演
奏
会
で
受
付
に
立
つ
と
、
駒
場
音
楽
振
興
基
金

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
に
接
す
る
機
会
を

得
ま
す
と
と
も
に
、「
高
校
生
と
大
学
生
の
た
め
の

金
曜
特
別
講
座
」
を
い
つ
も
聞
い
て
い
ま
す
、
と
の

お
声
を
お
か
け
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
駒
場
の
文
化
活
動
は
、

友
の
会
の
皆
様
の
お
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
オ
ル
ガ
ン
委
員
会
委
員
長
代
理
の
任
は
ま
も
な

く
終
え
ま
す
が
、
一
委
員
と
し
て
今
後
も
演
奏
会
の

準
備
に
携
わ
り
ま
す
と
と
も
に
、
友
の
会
事
務
局
教

員
の
一
人
と
し
て
も
活
動
を
続
け
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
）

金
曜
講
座
二
〇
二
四
年
度
・ 

 
冬
学
期（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）

東
京
大
学
教
養
学
部
主
催
「
高
校
生
と
大
学
生

の
た
め
の
金
曜
特
別
講
座
」
は
二
〇
二
四
年
度
・

冬
学
期
（
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
）
も
会
員
の
皆
様
に
受

講
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し

二
〇
二
五
年
度
・
夏
学
期
以
降
も
継
続
し
て
金
曜

講
座
を
受
講
可
能
か
ど
う
か
は
現
段
階
で
は
未
定

で
す
）

受
講
希
望
の
方
は 

h
ttp

s
://b

it.ly/3
Y

zp
2
u
D

ま
た
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ー
ム
よ
り

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
手
続
き
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、
直
前

に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
て
も

講
座
の
受
講
に
間
に
合
わ
な
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
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第一四六回演奏会にて解説をされる
高橋博子氏

◆
駒
場
博
物
館

駒
場
博
物
館
で
は
九
月
二
八
日
か
ら

　
「
変
わ
る
高
さ
、
動
く
大
地
―
測
量
に
魅

せ
ら
れ
た
人
々
の
物
語
―
」

 

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
期
：
二
〇
二
四
年

九
月
二
八
日
（
土
）
～
一
一
月
二
四
日
（
日
）

開
館
時
間
：
一
〇
時
～
一
七
時

休
館
日
：
毎
週
火
曜
日　

入
館
無
料

（
ご
来
場
に
関
す
る
最
新
情
報

を
事
前
に
駒
場
博
物
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

http://m
useum

.c.u-tokyo.ac.jp/ind
ex.htm

l

◆
友
の
会
主
催
行
事
の
ご
案
内

＊
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場 

一
一
月
〜
一
二
月
頃
予
定

※
現
地
開
催
予
定
。
詳
細
は
後
日
当
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

＊
秋
の
講
演
会 

一
一
月
二
三
日
（
土
）
予
定

「
東
大
発　

運
動
能
力
の
高
め
方
─
健
康
長

寿
を
目
指
す
か
ら
だ
の
正
し
い
使
い
方
」

小
林
寛
道
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）

※
現
地
開
催
予
定
。
詳
細
は
後
日
当

会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
第
七
五
回 

駒
場
祭

一
一
月
二
二
（
金
）
〜
二
四
（
日
）

詳
細
は
駒
場
祭
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

h
ttp

s://w
w

w
.k

om
ab

a
sai.ne

t/7
5

/
pre/

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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＜一般会計＞

(単位：円)

予　算　額 決　算　額 差　　異 備考

Ⅰ　事業活動収支の部

　1．事業活動収入

(1) 会費収入 ①通常会員会費収入 1,800,000 1,635,000 △ 165,000

②会友会費収入 7,000,000 7,292,000 292,000

③終身会員会費収入 400,000 593,000 193,000

　　　　会費収入計 9,200,000 9,520,000 320,000 ※1

(2) 寄付金収入 ①学生のための寄付金収入 3,500,000 2,820,000 △ 680,000

　　　　寄付金収入計 3,500,000 2,820,000 △ 680,000

(3) 事業収入 ①保護者と教養学部長との懇談会 0 0 0

②活動報告会 0 0 0

③食関連セミナー 100,000 89,500 △ 10,500

④秋の講演会 50,000 41,500 △ 8,500

⑤秋の文化イベント（父母向け） 50,000 0 △ 50,000

⑥カレンダー事業 160,000 149,760 △ 10,240

　　　　事業収入計 360,000 280,760 △ 79,240

(4) その他収入 ①受取利息収入 200 140 △ 60

②雑収入 1,800 4,000 2,200

　　　　その他収入計 2,000 4,140 2,140

　　　　　　事業活動収入　計 13,062,000 12,624,900 △ 437,100

　２．事業活動支出 0

(1) 事業費支出 ①給料手当支出 2,000,000 1,090,000 △ 910,000

②臨時雇賃金支出 0 0 0

③福利厚生費支出 300,000 286,500 △ 13,500

④会議費支出 100,000 109,038 9,038

⑤旅費交通費支出 10,000 0 △ 10,000

⑥通信運搬費支出 800,000 788,465 △ 11,535

⑦消耗品費支出 100,000 195,735 95,735

⑧印刷製本費支出 800,000 996,294 196,294

⑨賃借料 50,000 70,400 20,400

⑩委託費支出 600,000 475,186 △ 124,814

⑪諸謝金支出 200,000 144,000 △ 56,000

⑫寄付支出 3,700,000 3,733,769 33,769

⑬雑支出 40,000 44,128 4,128

　　　　事　業　費　支　出　計 8,700,000 7,933,515 △ 766,485

(2) 管理費支出 ①給料手当支出 1,000,000 586,757 △ 413,243

②臨時雇賃金支出 0 10,800 10,800

③福利厚生費支出 150,000 130,000 △ 20,000

④会議費支出 80,000 1,200 △ 78,800

⑤旅費交通費支出 2,000 0 △ 2,000

⑥通信運搬費支出 350,000 269,613 △ 80,387

⑦消耗品費支出 100,000 16,361 △ 83,639

⑧印刷費 150,000 160,308 10,308

⑨光熱水料費支出 200,000 121,712 △ 78,288

⑩事務室賃借料支出 220,000 215,876 △ 4,124

⑪会員証作成費支出 400,000 388,268 △ 11,732

⑫入会勧誘活動費支出 200,000 258,940 58,940

⑬会費等振込料負担金支出 750,000 819,056 69,056

⑭委託報酬支出 1,220,000 1,372,844 152,844

⑮雑支出 10,000 2,640 △ 7,360

　　　　管　理　費　支　出　計 4,832,000 4,354,375 △ 477,625

　　　　　　事業活動支出　計 13,532,000 12,287,890 △ 1,244,110

　　　　　　　　事業活動収支差額 △ 470,000 337,010 807,010

Ⅱ　投資活動収支の部 0

　１．投資活動収入 0

　　　　　　投資活動収入　計 0 0 0

　２．投資活動支出 0

(1)固定資産取得支出 ①機器備品取得支出 0 199,900 199,900

②ソフトウエア取得支出 2,700,000 2,898,500 198,500 ※2

　　　　固定資産取得支出　計 2,700,000 3,098,400 △ 398,400

　　　　　　投資活動支出　計 2,700,000 3,098,400 398,400

　　　　　　　　投資活動収支差額 △ 2,700,000 △ 3,098,400 △ 398,400

Ⅲ　財務活動収支の部 0

　１．財務活動収入 0

　　　　　　財務活動収入　計 0 0 0

　２．財務活動支出 0

　　　　　　財務活動支出　計 0 0 0

　　　　　　　　財務活動収支差額 0 0 0

(1,000,000) ※2

0 0 0

　　　　　　　　税引前当期収支差額 △ 3,170,000 △ 2,761,390 408,610

　　　　　　　　法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0

　　　　　　　　当年度収支差額 △ 3,240,000 △ 2,831,390 408,610

　　　　　　　　前年度繰越収支差額 12,469,223 12,469,223 0

　　　　　　　　次年度繰越収支差額 9,229,223 9,637,833 408,610

※1  会費収入に含まれる前年度前受金額は通常会員700,000円、会友会員2,192,000円です。
※2  予備費使用額　固定資産取得支出-ソフトウエア取得支出　1,000,000円

収　支　計　算　書
2023年4月1日から2024年3月31日まで

勘　　定　　科　　目

Ⅳ　予備費支出

  


